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昨年(2018年)4月に理事長をお引き受けして
から1年が過ぎようとしています。理事は覚悟して
いましたが、理事長をお引き受けすることになる
とは思ってもいませんでした。いざ新体制で動き
始めると、他の理事6名がそれぞれしっかり動い
ているのを眺めて、大変わくわくする思いがあり
ました。この6人の仲間と運営に携わっていくこ
とが楽しみになったものです。でも「世の中そん
なに甘くない」の言葉通り、全員が新人である理
事は日々増えて行く「？」に右往左往し始めまし
た。それに巻き込まれながらも、1つ1つ前理事他
に確認したり、みんなで話し合っていくうちに「？
」が少しずつ減っていくことが嬉しくて、私は運営
会議に出席するのが、今もとても楽しみです。
今年度取り組んだ大きな仕事と言えば、やは

り県内5地域【明石・加古川・赤穂・淡路・豊岡】
で開催した7会場でのコンサートです。それぞれ

に担当理事を配置し、出演者として練習にも参加
しました。きっと全員、体力的にはしんどくても楽
しかったと思います。私も楽しく参加し、応援に行
き、本番では多くの会員と出会い、そして多くの
県民の皆さまとも出会うことができました。ご一
緒できた会員の皆さま、応援してくださった皆さ
ま、すべての関係者の皆さま、そしてお客様、皆さ
まに感謝いたします。
さて、今年度は兵庫県政150周年の年でし

た。150年の歴史の中に兵庫県音楽療法士の養成
や、音楽療法活動への力添えも残っていくのだと
思うとなんだか誇らしい気持ちです。私はスロー
ガンの「五つの国で、一つの未来へ」はとても素敵
だと常々思っていて、一人一人違った個性を持った
兵庫県音楽療法士ではあっても目指す未来は一つ
でありたいと願っています。それがどういう未来で
あるのかは、日々のセッションを真摯に積み重ね
ていく中で見いだしていくのだろうと思います。
当会の前理事長が「未来へ向かって確かな歩みを
進める時期が来たのだと感じております。」という
言葉を残しています。
会員がしっかり歩んでいけるよう、理事全員の

力と心を合わせて、一歩一歩丁寧に進んでまいり
たいと思います。
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